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  後輩たちの今！―現役学生について― 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

LCC ニュースレタ－
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●『生涯学び続けましょう！』

LCC は、学部・学科の卒業生

が生涯玉川大学リベラルアーツ

学科で学び続けることができる

環境を提供するために、設立され

ました。就職してから、ぜひ英語

をまた学んでみたい、PC の力を

つけたいなどの希望があれば、 

■

ぜひお寄せください。教員が研修を企画します！皆さ

んは、いつでもリベラルアーツ学科に戻り、学習する

権利があるのです。また、相談があれば、いつでも研

究室を訪ねてください。大歓迎です。 

また、皆さんが就職して養った力を、学部・学科の

学生さんにぜひ還元してください。卒業生の皆さんの

英知は、在学生にとって大きな助けになるでしょう！

皆さんが社会で活躍し、在学生をぜひインターンシッ

プで呼んでください。就職の情報をお寄せください。

在学生にとって、皆さんはあこがれの先輩なのです。

卒業生と在学生と教員を結ぶ、そして生涯学び続け

るための相互扶助システムが、LCC です。毎年ビジ

ネス同窓会でお会いして、会社の話を私たち教員にも

是非教えてください。皆さんで助け合いながらリベラ

ルアーツ学科を大きく育て、ここで学び続けましょ

う。皆さんにお会いするのを楽しみにしています！ 

学部長 佐藤久美子 

● 『皆さんを待っています！』

リベラルアーツ学科の卒業生が

次々と社会に出発していきます。今

までの環境とも大きく変わり、業種

もさまざまで、それぞれが社会の中

で励んでいることと思います。卒業

すると玉川の丘を訪れる機会も少

なくなります。 

たまには学園の行事などに顔を

出して下さい。学生時代の感情と友

情はいつでも戻って来ます。仲間と

は本当にいいものですね。今年はコ

スモス祭の初日が皆さんとお会い

できるチャンスです。仲間や教員と

語り、ＯＢ・ＯＧとしてのアドバイ

スや近況などを話してくれません

か。社会はまだ何かと厳しい状況で

     すが、時には玉川

の丘を訪れて、久

しぶりに皆と語

らいませんか。玉

川の丘は、いつで

も皆さんを待っ

ています。 

学科主任 石川晶生

 今、リベラルアーツは大きな転換期を迎えつつあります。皆さんと同じ文学部リベラルアーツ学科に所

属する最後の学生たちが今の４年生。来年３月の卒業式を経て、４月になると在校生は全員リベラルアー

ツ学部に所属となります（原則としてですが……）。でも、リベラルアーツらしさは変わりません。卒業

生の皆さんが築いてくれた自主・自立の精神を受け継いで、在校生たちも勉学や研修、そして仲間たちと

の語らいや交友をとおして積極的に自分と向き合い、自身を磨き続けています。2009 年度の１年次研

修は初めて静岡市で実施し新聞各紙で報道されましたし、サトクミゼミ・照屋ゼミ・中田ゼミの函館プロ

ジェクトをはじめ、眞理ゼミのオペラ、ヤギゼミの瀬戸内海の島の運動会、等々、みな体を動かしまくっ

て頑張っています。もちろん、コスモス祭もいつもと変わらぬクリエイティブな空間創造に邁進していま

す。どうか安心して後輩たちを見守ってあげて下さい。 ただ、今年の就職戦線は厳しいものがあるよう

です。先輩たちのご助言やご協力を是非とも宜しくお願い致します。OB・OG の皆様の益々のご活躍を

祈念しています。 （学生主任 八木橋伸浩） 



●Ｂｂの利用について 

今後、卒業生へのＬＣＣ

からの情報連絡は、原則と

して“Ｂｂ”で行うように

しますので活用してくださ

い。なお、“Ｂｂ”のユーザ

ー名 ⇒ 学籍番号(数字）、パ

スワード ⇒ 旧 ユーザー名(････

3 l a)です。 

lalcc@lit.tamagawa.ac.jp

 

 

 

    梶川 祥世先生 ・・ 東京大学文学部心理学専修課程卒、同大学院博士課程修了(学術博士)   

音声コミュニケーションをテーマに、チンパンジー、リスザル、ヒト乳児の研究をしてきまし

た。玉川では脳科学研究所「赤ちゃんラボ」にて、乳幼児期の言語発達、音声知覚、母子間の

音声相互作用についての調査や実験を行っています。趣味は動物の観察です。 

 

 

 

 

 

 

 

● 新任の先生（自己紹介） 

■ 2009 年度のＬＡ学部について

１．1 年生静岡研修 

これまで、箱根をフィールドに１年生研修が行っ

てきましたが、本年度は、静岡をフィールドに行

われました。新しい土地での研修のため、１年生

の担任教員を中心に現地の事前視察や打ち合わせ

を重ね、多くの先生方の協力のもとに実施されま 

した。新入生は「静岡」を歴史的・文化的遺産である久能山東照宮、豊かな漁場として知られる駿河湾、

わさび、お茶、みかんに代表される農業、伝統工芸などの地場産業、サッカーに代表されるスポーツな

ど、多彩な側面から取材を行いました。現地取材では東照宮の落合宮司をはじめ、市役所、わさび農家

など静岡の人々のご協力を受けて２日間を有意義にすごしました。 

２． 第 2 回函館プロジェクト 

昨年より始まった函館プロジェクトが今年も開催され

ました。英語・国語・IT の３つに関わるゼミの学生を中

心に、小学校英語公開授業では、昨年度の活動をさらに

バージョンアップしたカリキュラムが３日間展開され

ました。国語グループは「古典を学ぶ」をテーマに新し

い教材を作成し、古典に親しむ授業を開講しました。 

IT グループは記録映像の撮影を中心に活動するととも

に、新しくなった PC 教室において、小学校からの依頼

による「情報モラル」についての授業も開講しました。

八幡小学校教員との交流会では、函館山から函館市内の夜景を満喫し、学生の成長を大きく感じるプ

ロジェクトとして今後も様々な地域と協力してプロジェクトを育てていきたいと計画しています。 

（教務主任代理 照屋さゆり） 


